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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による積極的な経済政策が実施されており、緩やか

な回復基調が続いているものの、イギリスのＥＵ離脱、中国をはじめとするアジア新興国の経済成長鈍化などに

より円高傾向が強まるなど、先行きは依然として不透明な状況にあります。

当社グループの大口需要家であります電力会社においては、原子力発電停止に伴う代替発電燃料費増加の影響

に加え、今年度より開始された電力小売全面自由化による新電力への切り替えや、今後予定されている送配電部

門の法的分離などにより、事業環境が大きく変化しております。ＮＴＴにおいても、光サービスの提供エリアが

ほぼ充足したことから、当社グループに関連した設備投資が抑制傾向となっており、厳しい受注環境となってお

ります。

このような状況のなか、当社グループの生産部門では、子会社を含め設備ならびに業務の効率化によるコスト

削減や品質管理の推進、顧客ニーズに応じた生産体制の構築を図り、価格競争力のある製品の生産に取り組みま

した。

営業部門では、電力会社・ＮＴＴ向け新製品の市場投入をはじめ、コンクリート柱の建替関連製品、街路灯・

防犯灯ＬＥＤ化関連製品の拡販、また新規需要に向けた活動など積極的な営業を展開しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,633百万円と前年同期に比べ363百万円、7.3％の減収とな

りました。経常利益は152百万円と前年同期に比べ282百万円、64.9％の減益となり、親会社株主に帰属する四半

期純利益は117百万円と前年同期に比べ151百万円、56.3％の減益となりました。

セグメントに代わる需要分野別の業績は、次のとおりであります。

① 交通信号・標識・学校体育施設関連

交通信号・標識関連は、全国的にコンクリート柱の建替や信号機のＬＥＤ化工事などにより堅調に推移しま

した。また、学校体育施設関連についても、防塵ネットに関係した工事などがあり、好調に推移しました。そ

の結果、売上高は488百万円と前年同期に比べ27百万円、6.0％の増収となりました。

② ブロードバンド・防災無線関連

防災無線関連は、全国的に新規工事が立ち上がり堅調に推移しました。ブロードバンド関連は、市場価格の

厳しい状況が続いておりますが、当第２四半期においては、新規物件工事が東日本エリアで立ち上がり、堅調

となりました。その結果、売上高は424百万円と前年同期並みとなりました。

③ 情報通信・電話関連

情報通信関連は、設備投資抑制の影響により、移動体アンテナ設置工事および光伝送路工事が低調に推移し

ました。電話関連は、当社グループに関連した設備投資が一巡したことや昨年度好調に推移しましたコンクリ

ート柱の建替関連製品の受注が一段落したことから低調に推移しました。その結果、売上高は1,008百万円と

前年同期に比べ383百万円、27.5％の減収となりました。

④ 配電線路関連

配電線路関連は、原子力発電停止に伴う代替発電燃料費増加の影響に加え、今年度より開始された電力小売

全面自由化などにより、依然設備投資は抑制傾向にありますが、新製品の市場投入など、受注確保に努めまし

た。その結果、売上高は1,845百万円と前年同期並みとなりました。

⑤ その他

一般民需、公共工事関連は、街路灯・防犯灯ＬＥＤ化工事などがあり、堅調に推移しました。また、鉄道関

連においても、コンクリート柱建替に伴う付帯工事が堅調に推移しました。その結果、売上高は865百万円と

前年同期並みとなりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ296百万円減少し、18,423百万円となり

ました。

当第２四半期連結累計期間における資産、負債及び純資産の状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

　

（資産の部）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ281百万円減少し、10,791百万円となりました。

これは、主に現金及び預金が325百万円増加したことと、受取手形及び売掛金が644百万円減少したこと

によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ14百万円減少し、7,631百万円となりました。

これは、主に有形固定資産が12百万円増加したことと、無形固定資産が29百万円減少したことによるも

のです。

　

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ186百万円減少し、3,240百万円となりました。

これは、主に未払法人税等が198百万円減少したことによるものです。

　

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ109百万円減少し、15,182百万円となりました。

これは、主に利益剰余金が43百万円及び為替換算調整勘定が85百万円減少したことによるものです。

　

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前連結会計年度末より325

百万円増加し、3,698百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、654百万円のプラス（前第２四半期連結累計期間は556百万円の

プラス）となりました。

これは、主に税金等調整前四半期純利益の計上161百万円、減価償却費の計上173百万円及び売上債権の

減少624百万円による資金の増加と、未払消費税等の減少83百万円及び法人税等の支払い252百万円による

資金の減少によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、170百万円のマイナス（前第２四半期連結累計期間は94百万円の

マイナス）となりました。

これは、主に無形固定資産の売却による収入57百万円及び貸付金の回収による収入20百万円による資金

の増加と、有形固定資産の取得による支出243百万円による資金の減少によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、139百万円のマイナス（前第２四半期連結累計期間は356百万円

のマイナス）となりました。

これは、主に長期借入金の借入100百万円による資金の増加と、長期借入金の返済による支出65百万円及

び配当金の支払い160百万円による資金の減少によるものです。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年５月16日に公表しました業績予想を修正しております。

詳細につきましては、平成28年10月18日に公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,523,010 5,848,318

受取手形及び売掛金 3,400,614 2,756,297

電子記録債権 33,400 44,924

商品及び製品 1,606,339 1,570,737

仕掛品 114,833 135,364

原材料及び貯蔵品 210,240 221,019

その他 227,648 232,667

貸倒引当金 △43,812 △18,271

流動資産合計 11,072,275 10,791,059

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,143,577 2,110,879

土地 3,319,434 3,392,434

その他（純額） 548,982 520,934

有形固定資産合計 6,011,994 6,024,249

無形固定資産 155,963 126,717

投資その他の資産

投資有価証券 1,188,623 1,210,819

その他 305,453 285,330

貸倒引当金 △15,150 △15,150

投資その他の資産合計 1,478,926 1,480,999

固定資産合計 7,646,883 7,631,966

資産合計 18,719,159 18,423,025
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,294,346 1,375,093

短期借入金 124,000 137,999

未払法人税等 268,026 69,593

賞与引当金 222,192 228,414

その他 380,870 306,722

流動負債合計 2,289,436 2,117,824

固定負債

長期借入金 66,000 86,666

役員退職慰労引当金 253,575 217,461

退職給付に係る負債 606,476 609,603

その他 212,313 209,424

固定負債合計 1,138,364 1,123,155

負債合計 3,427,800 3,240,979

純資産の部

株主資本

資本金 1,496,950 1,496,950

資本剰余金 1,231,962 1,231,962

利益剰余金 12,341,753 12,298,527

自己株式 △150,324 △150,324

株主資本合計 14,920,341 14,877,115

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 251,881 271,088

為替換算調整勘定 119,134 33,841

その他の包括利益累計額合計 371,016 304,929

純資産合計 15,291,358 15,182,045

負債純資産合計 18,719,159 18,423,025
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 4,996,597 4,633,054

売上原価 3,440,865 3,334,570

売上総利益 1,555,731 1,298,483

販売費及び一般管理費 1,183,982 1,224,898

営業利益 371,748 73,585

営業外収益

受取利息 1,770 549

受取配当金 14,509 14,897

受取賃貸料 19,960 20,693

持分法による投資利益 26,818 -

貸倒引当金戻入額 - 25,540

為替差益 1,452 17,335

その他 2,595 4,624

営業外収益合計 67,106 83,641

営業外費用

支払利息 2,239 1,821

自己株式取得費用 1,283 -

持分法による投資損失 - 2,712

その他 200 74

営業外費用合計 3,723 4,608

経常利益 435,132 152,618

特別利益

固定資産売却益 256 32,747

特別利益合計 256 32,747

特別損失

固定資産除売却損 1,353 13,737

会員権評価損 3,300 10,338

特別損失合計 4,653 24,076

税金等調整前四半期純利益 430,735 161,290

法人税等 145,964 43,356

四半期純利益 284,770 117,933

非支配株主に帰属する四半期純利益 14,993 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 269,777 117,933
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 284,770 117,933

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △40,668 19,206

為替換算調整勘定 △23,125 △85,293

その他の包括利益合計 △63,794 △66,086

四半期包括利益 220,976 51,846

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 205,983 51,846

非支配株主に係る四半期包括利益 14,993 -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 430,735 161,290

減価償却費 181,364 173,919

引当金の増減額（△は減少） 7,018 △54,735

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,193 3,127

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △12,930 -

受取利息及び受取配当金 △16,279 △15,447

支払利息 2,239 1,821

持分法による投資損益（△は益） △26,818 2,712

会員権評価損 3,300 10,338

売上債権の増減額（△は増加） 370,593 624,148

たな卸資産の増減額（△は増加） △89,353 △10,283

仕入債務の増減額（△は減少） 61,728 99,689

未収消費税等の増減額（△は増加） - △6,291

未払消費税等の増減額（△は減少） △64,141 △83,329

その他 △56,259 △19,726

小計 801,390 887,232

利息及び配当金の受取額 20,679 19,847

利息の支払額 △2,956 △2,568

法人税等の支払額 △262,498 △252,594

法人税等の還付額 - 3,046

営業活動によるキャッシュ・フロー 556,613 654,962

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,950,000 △2,150,000

定期預金の払戻による収入 1,950,000 2,150,000

有形固定資産の取得による支出 △118,407 △243,272

有形固定資産の売却による収入 3,276 484

無形固定資産の取得による支出 △1,885 △4,684

無形固定資産の売却による収入 - 57,613

投資有価証券の取得による支出 △924 △921

貸付金の回収による収入 20,485 20,492

その他 3,273 61

投資活動によるキャッシュ・フロー △94,182 △170,225

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 - 100,000

長期借入金の返済による支出 △62,930 △65,333

自己株式の取得による支出 △148,317 -

子会社の自己株式の取得による支出 △31,348 -

配当金の支払額 △109,925 △160,263

その他 △3,531 △13,502

財務活動によるキャッシュ・フロー △356,052 △139,099

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,112 △20,329

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103,265 325,307

現金及び現金同等物の期首残高 3,157,075 3,373,010

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,260,341 3,698,318
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社グループは架線及び機器用の支持部品である電気架線金物及びその付随製商品の製造、仕入、販売を営んでお

り、その事業が単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

単元株式数の変更及び株式併合

当社は、平成28年５月16日開催の取締役会において、以下のとおり、単元株式数の変更について決議するとと

もに、平成28年６月29日開催の第66回定時株主総会に株式併合について付議することを決議し、同株主総会にお

いて承認可決され、平成28年10月1日をもって、その効力が発生しております。

１．単元株式数の変更

(1)変更の理由

全国証券取引所は、投資家をはじめとする市場利用者の利便性の向上等を目的に、国内上場会社の普通株式の

売買単位（単元株式数）を100株に統一する「売買単位の集約に向けた行動計画」を推進しております。当社はか

かる趣旨を踏まえ、平成28年10月１日をもって、当社の単元株式数を変更いたしました。

(2)変更の内容

単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。

２．株式併合

(1)併合の目的

上記１．に記載のとおり、単元株式数を1,000株から100株に変更するにあたり、単元株式数の変更後も、当社

株式の売買単位あたりの価格の水準を維持し、また株主の議決権数に変更が生じることがないよう、当社の株式

について10株を１株にする併合を行いました。

(2)併合の内容

①併合する株式の種類 普通株式

②併合の割合及び時期
平成28年10月１日をもって、同年９月30日の最終の株主名簿に記録された
株主の所有株式について、10株を１株の割合で併合いたしました。

③併合により減少する株式数

併合前の発行済株式総数（平成28年９月30日現在） 11,000,000株

併合により減少する株式数 9,900,000株

併合後の発行済株式総数 1,100,000株
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